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研究成果の概要（和文）：本研究では、ある選択の結果がその後の別の選択場面における消費者心理に及ぼす影
響（逐次選択の影響）について分析し、この影響の新しい調整要因を示した。具体的には、各選択（事前選択と
その後の選択）の関係に着目した上で、消費場面の同異、現在の選択が過去の選択から得られる価値をさらに高
めるような関係の働きを明らかにした。また、快楽目標の強化傾向について正当化メカニズムを用いて説明した
点も研究成果の一つである。
最後に、逐次選択の影響とマーケティングの直接的な関わりに関する研究が少ない中で、逐次選択の影響が、価
格プロモーション効果の調整要因として機能することを示した。

研究成果の概要（英文）：This research analyzed the effect of the prior choice on subsequent choice 
situation (the effect of sequential choices), and presented a new moderator of this effect.
In addition, one of this research findings is that I used a justification mechanism to explain the 
tendency to reinforce hedonic goals.
Finally, while there are few studies on the direct relationship between the effects of sequential 
choice and marketing, this research showed that the effects of sequential choice function as a 
moderator of the price promotion effect.

研究分野：マーケティング
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
逐次選択場面は複数の異なる選択場面であるが、既存研究では各選択間の関連性については十分な議論がなされ
てこなかった。そのため、逐次選択の影響の新しい調整要因として、各選択の関連性の役割を明らかにした点は
本研究の学術的意義の一つである。
また、既存研究では、快楽性の高い選択の正当化要因として、自己制御に関する目標の事前の進展について主に
議論がなされているが、本研究では、事前の快楽目標の進展が正当化要因になる条件を示した。
消費者にとって異なる複数の選択を逐次的に行う場面は多い。そのため、本研究の知見は実際の消費者行動のよ
り正確な理解を促し、より効果的・効率的なマーケティングの策定に貢献できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

消費者の意思決定研究は、消費者行動研究の初期から今日に至るまで重要な研究領域の一つ

として位置づけられている。これまでの消費者の意思決定研究の多くは、基本的には一回の意思

決定に焦点を絞り、意思決定の過程やその結果、規定要因について研究が進められていた。一方

で、Dhar and Simonson (1999)の研究を皮切りに、複数の意思決定の存在を想定した上である

意思決定が別の意思決定に及ぼす影響に関する研究が少しずつ行われるようになってきた。実

際の消費者行動やマーケティングを考慮すれば、我々消費者は、複数の異なる意思決定（選択）

を逐次的に行っているため、このような逐次選択場面を想定した上で意思決定について分析す

ることは重要であろう。 

逐次選択場面を想定した既存研究では、ある選択がその後の選択に及ぼす影響（逐次選択の影

響）が生じる際の条件と心理的メカニズムについて議論を進めている。逐次選択の影響を分析す

る際の重要概念の一つに消費者の目標があり、具体的には、節約や健康状態の維持・向上といっ

た自己制御に関する目標と、その一方で、散財や快楽状態を追求するといった快楽目標の２つの

目標が想定されている。消費者は、この２つの目標のコンフリクトにうまく対応しながら逐次選

択場面において各選択を行っている点が指摘されている。そして、消費者の逐次選択の影響には、

例えば、ある選択を通じて快楽目標の進展を知覚した際、その後の選択場面においても同じく快

楽目標に対応した選択を行う場合（目標の強化傾向）、あるいは、進展していない自己制御に関

する目標に対応した選択を行う場合（目標のバランス傾向）の２つの傾向が指摘されている。 

 

２．研究の目的 

研究の目的は、店舗内における選択間の影響に着目した購買意思決定モデルを構築すること

である。先述した通り、これまでの消費者の意思決定研究は基本的には一回の意思決定を想定し

た分析が行われているため、そこでの知見をベースとして構築された購買意思決定モデルにつ

いても複数の意思決定を内包したモデルについて十分に議論がなされていない。逐次選択場面

を想定した購買意思決定モデルの構築は、実際の選択場面に近いかたちで消費者行動を体系的

に捉えることに寄与できるだろう。 

 

３．研究の方法 

逐次選択の影響として既存研究で明らかにされてきた目標の強化傾向とバランス傾向、各影

響が生じる条件や心理的メカニズムのより精緻な分析を通じて新たな知見を獲得し、それらを

ベースとして新しい購買意思決定モデルの構築に取り組んだ。 

 目標の強化傾向については、快楽目標の強化傾向に着目し、事前の衝動購買がその後の別の衝

動購買を促す条件と心理的メカニズムについて分析した。その際には、既存研究レビューを通じ

て仮説を導出した上で、アンケートベースの実験と実際の行動（購買）を伴う実験を行い、仮説

を検証した。 

 目標のバランス傾向については、特に、食品選択場面を想定した上で、事前の選択において自

己制御に関する目標に対応することで、その後の選択場面では快楽目標に対応した選択を行う

傾向が生じる条件とその心理的メカニズムについて分析した。その際には、既存研究レビューを

通じて仮説を導出した上で、アンケートベースの実験を行い、仮説を検証した。 

 



４．研究成果 

 目標の強化傾向に関する研究では、衝動購買を検討している商品が、それ以前の衝動購買によ

って手に入れた商品の価値をより高めることができると消費者が知覚する場合、その衝動購買

を正当化することができ、結果として、選好が高まる傾向が明らかになった。つまり、事前の快

楽目標の進展が、その後の快楽目標への対応の正当化要因として働く条件を示すことができた。

これまでの研究では、快楽性の高い選択（快楽選択）の正当化要因として、事前の自己制御に関

する目標の進展が主に議論されてきたが、これらの研究とは異なる分析視点を提示できた点は

理論的貢献であり、研究成果として提示できる。 

 

引用：Akamatsu and Fukuda (2022)より引用 

 

 目標のバランス傾向に関する研究では、逐次選択の影響の調整要因として選択間の関連性の

働きについて明らかにした。ここでは、同時に消費されるかどうかによって、各商品（各選択）

の関連性の高低を操作し（同時に消費される場合の方が、そうでない場合によりも、関連性が高

い）、関連性が高い場合に限り、逐次選択の影響が生じることを明らかにした。既存の逐次選択

研究は、複数の選択を想定した分析であるにもかかわらず、各選択の関連性・関係性については

議論が不十分であった。そのため、逐次選択の影響の調整要因として新しく各選択の関連性を加

えた点は、本研究の成果の一つであると言える。 

 以上、主な研究成果を述べてきたが、これらの研究成果をベースとして、２つの意思決定を内

包する形で新しい購買意思決定モデルを構築した。そこでは、消費者の購買意思決定モデルにお

ける「問題認識（買物目標の設定）」段階を主に記述し、この段階において消費者が知覚する自

己制御に関する目標と快楽目標のコンフリクト状態の知覚が、事前選択の結果に加えてその他

の内部要因や外部要因からも影響を受けている点を明示した。 
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